
 

県立盲学校のスクール・ミッション及びスクール・ポリシー 

 

スクール・ミッション（各校の求められる役割、目指す学校像） 

○一人一人の障がいの状態等に応じて、その時に最も必要な教育を行うとともに、学んだ

ことを生かしながら、自立と社会参加に向けて、主体的に学び続ける幼児児童生徒を育

てます。 

○家庭や地域、関係機関と連携し、協力して幼児児童生徒を育てるとともに、障がいのあ

る者と障がいのない者が支え合い、認め合える社会の実現に向けた取組を推進します。 

○幼児教育施設、小・中学校、高等学校等とつながり、必要な支援に努めながら、地域の

特別支援教育の推進に貢献します。 

スクール・ポリシー（一貫性を持って教育活動を進めるための具体的な３つの方針） 

【グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針）】 

自らの将来をたくましく切り拓き、心身ともに健康で充実した生活を営むことができる

よう、次に掲げる人間の育成を目指します。 

 ○互いの人格を尊重する心豊かな人間 

 ○努力を惜しまず意欲的に行動する人間 

 ○学
がく

と業
わざ

をもって社会に貢献する人間 

【カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）】 

次のように学びます。 

 ○将来の自立と社会参加に向けて、視覚障がいの状態や心身の発達の段階に応じて、保

有している感覚を十分に活用し、教育方法、教育内容、視覚補助具や ICT機器を含む

教材を工夫した学習を行います。 

 ○コミュニケーション能力や他者と協働して問題解決する力、多様性を尊重する力を育

成するために、交流及び共同学習や地域との交流活動、地域資源を活用した学習を行

います。 

 ○保健理療科、専攻科理療科においては、理療師として求められる知識や技術、人間性、

倫理観を身に付けるために実践的、体験的な学習活動を行います。 

【アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）】 

次のような生徒を求めています。 

（１）高等部普通科 

 ○互いのよさを認め合い、自分や他者の人格を尊重する心豊かな生徒 

 ○自らの進路実現に向けて、学習に積極的に取り組む意欲のある生徒 

 ○部活動や生徒会活動、地域社会での活動に積極的に参加し貢献する生徒 

（２）高等部保健理療科、専攻科理療科 

○豊かな人間性をもち、よりよい社会の構築を目指して自ら学ぼうとする生徒 

○人々の健康の保持増進及び疾病の治療に主体的かつ協働的に寄与しようとする生徒 

 



 

 

青森県立盲学校グランドデザイン 

・幼稚部、小学部、中学部、高等

部普通科、高等部保健理療科、

専攻科理療科が設置されてい

ます。 

・寄宿舎があり、青森市以外の

方でも学びやすい学校です。 

 
・一人一人の見え方や発達

の段階等に応じたきめ細

やかな教育をします。 

・家庭・地域・関係機関と連

携して育てます。 

・あん摩マッサージ指圧師・はり師・

きゅう師の育成をしています。 

・見え方で困っている方への相談に

応じています。 

・県内３カ所のサテライト相談教室

でも相談に応じています。 

・各機関と連携し、支援しています。 
 

幼児から成人まで学ぶ学校 

 

視覚障がいの専門性 

 

理療の専門教育 

 

ロービジョン相談支援センター

視覚障がいの専門性 
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グラデュエーションポリシー 

互いの人格を尊重する心豊かな人間 

努力を惜しまず意欲的に行動する人間 

学と業をもって社会に貢献する人間 

カリキュラムポリシー 

幼児児童生徒一人一人に合わせた教材の工夫と学習 

交流及び共同学習や地域資源を活用した学習 

あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師の育成 

アドミッションポリシー 

● 高等部普通科 

  互いを尊重する心豊かな生徒 

  自らの進路実現に向けて積極的に取り組む生徒 

  様々な活動に積極的に参加し貢献する生徒 

● 高等部保健理療科・専攻科理療科 

  よりよい社会の構築を目指して自ら学ぼうとする生徒 

  人々の保健と治療に主体的・協働的に寄与しようとする生徒 

 


